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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract　’

　Edaphic factors are largely responsible for the distribution and community of Ｊｕｎｉｐｅｒｕｓ

ｃｈｉｎｅｎｓiｓ.　In Japan, this juniper is distributed from northern Honshu （41°15’ Ｎ）sｏｕth

to Kyushu and Shikoku （32°42’ N). Although usually occurring on coasts. it is also found,

in western Japan, ０ｎ’rocky hills and mountains consisting mainly of limestone･ and the

altitudinal distribution attains to the upper part of the montane region or the cool, temperate

zone. According to habitat conditions; the communities accompanied by Ｊｕni-ｔ〉ｅｒｕｓ　ｃｈｉｎｅｎｓiｓ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
can be divided into several types: the Ｐｉｎｕｓ-, the Maquis-. andtｈｅ　Ｃａｒｐｉｎｕｓ･type. Among

these, the Ｐｔｎｕｓ- and the Maquis-type are mostly found on the coast, and the latter is the

Pittｏｓｐｏｒｏ･Ｑｕｅｒｃｅtｕm phillｙｒａｅｏｉｄｅtiｓ ｍ southern Japan. The Ｃａｒｐｉｎｕｓ-Xype occurs on

outcrops of limestone and is included in thｅ　２,abelio-Ｃａｒｐｉｎｅtｕｍ　tｕｒｃｚａｎｉｎｏ･<vii. On Erydsan

Hill in. Shikoku１ Ｊｕｎｉｐｅｒｕｓ　ｃｈｉｎｅｎｓiｓ　＼ｓ　abundant on andesite, and its community includes

丑oristic　elements　of　such　associations　as　the　Pittｏｓpoｒｏ-Ｑｕｅｒｃｅtｕｍ･the j＼�ｎｄｉｎｏ-

Ｃｙｄｏｂａｌａｎｏｐｓｉｄｅtｕｎｉ，ａnd the Ｚａｈｅｌｉｏ-Ｃａｒｐｉｎｅｔｕｔｎ　KTable i). Therefore, it is considered

that　this　species is　not　characteristic　of special associations or higher phytosociological

ranks.　Topographic conditions　of such habitats　as coasts　and limestone　areas　are most

conducive to the occurrence of Ｊｕｎｉｐｅｒｕｓｃｈｉｎｅｎｓiｓ．which is not ａ calciphilous plant but

may be regarded　as　ａ　calcicolous　relic. This species　seems　to　survive　under　severe

environments and low competition in particular areas where much attention is to be paid

to the floristic and phytosociological peculiarities.

　　　　　　　　　　　　　≒　　　　　　は　じ　め　に

　地形，母岩，土壌などの土地的な制約の大きい場所では，しばしば特殊な組成をもった植物社会

の存在が見られる．これ.らは土地的極盛相または前極相として理解されていることが多いが，かよ

うな植物社会は，いわばとり残された集団であり，場合によっては気候的極盛相以上に植物生態お

よび地理学的な意義が大きいものといえる．

　私は今まで蛇紋岩，石灰岩，集塊岩地帯などで，植物相と植物群落の研究をおこなってきたが，

その目的はこうした場所で特殊な集団が存在する原因，機構，ならびにその意義を明らかにするこ

とにあるのはいうまでもない．そのためにはまず事実の認識と資料の集積は何よりも必要なことで

あり，それにも･とづいか論議がなされねばならないい波後わが国でも，こうした特殊な生態系につ

いての研究は活発になりつつあるが，現在ではまだ対象のは握が完全であるとはいえない．

　そのため,･かようなところでは常識的に考えると，その可能性が疑問視されたり，むしろ誤認で

jはないかとさえ思われがちな事実もある‥これらのうちには，今後もなおしばらべは論議の対象と
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なり，あるいは早急に解決をせまられているものも少なくない．そうした問題は植物社会について

もいえるし，またそれを構成する個々の植物についても考えられる．したがって見方をかえると，

そのとりあつかいかたも異なってはくるが，ここで検討しようとするビャクシンの場合は，ひとつ

の植物の分布と生態をとおして，遺存的な植物社会の実状をつかむ一例とみなすことができると思

われる． 、
『
Ｊ

； － ・

ビャクシ･ン属の分類と分布

･で‘!,s
y.　1･‘ぷ｀

　ビャクシン（イブキ）属（ゐ7iiperus L. )の植物μ，すでに第３紀から化石が見られ，現在では

北半球にひろく分布し，極地から熱帯の山地までの間に50～60種が知られている．一般にヒノ牛科

のビ々クシン亜科に入れられることが多いが，わ力三国にもi（早田　193くレ中井　19.38,本田.・向坂

1939,林　1959)この亜科を独立の科にする者が少なく･ない．

ｉわが国に産するピ４.クシン属の植物は，雌花の構造と葉の怜質4こよ･うてネズミサ･シ節（la砂cedrus

Spach)とビャクシン節(,ＳａｈｍａSpach)に分けられるが，これもそれぞれを独立のネズミサシ属

{.Ｊｕｎｉｐｅｒｕｓ}ｆｃよびビャクシン属（Ｓａｈｉｎａ Miller)とする者もある（中＃1938，岩田･･草下1952,

佐竹　1964).このよ,うな分類学的な見解についてくわしくふれることはさけるが，ただ広義の

ビ｀ヤクシ.ン属を２属に分けた場合，･生態的など力あつかいに恥とくに意義が大きいとは考えられ

ない.’この点ビャクシン属について･の現在ま･での知識では，コナラ属（　ａ７ａぶ卜とアカガシ属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｑ

（Ｃｙｃｌｄｉａｌａｎｏｐｓiｓ)√またはクリガシ属（Ｃａｓtａｎｃや■sis)とシイツキ属（Ｓ/ぷα）のような場合（山

中　1,966)ほど問題にならない．したがって，ここではいちおう大井(1953, 1965),北村・岡本

(1959),林(1959),矢頭(1964)などのようにビャクシン属を広義陽とり･あつかう．よ，ヶ．

とのうちネズミサシ節には，現在のわが国に４種あるごネズミサ'/ (J. rigida Sieb. et Zucc.)

は東北地方から九州まで分布し..国外では朝鮮と中国にあるトとくに瀬戸内地方の海に近い丘陵地

ことに花こう岩地帯のマ･ツ林に多く，痩悪な土壌の指標とざれている．石灰岩や蛇紋岩地帯にもあ

り･，かような場所では四国の石立山や東赤石山のように，しばしば屑離されて生育する冽が見られ

る（山中　1964).-ハイネズペＪ. ｃｏｎｆｅｒはParlat. )はカラフト;北海道，および本州にあるが，

四国と九州本土の産地はわかっていない．生育地はおもに海岸の砂地であるが，本種も朝熊山のよ

うに蛇紋岩地帯ではやや内陸に分布する例が知られている;房.総い伊豆，渥美，および紀伊などの

海岸に生ずるハマハイ･ネズは問題の多い植物で，ハイネズし,（林1959)またはオキナワハイネズ

（岩田・草下　1954)の変種とみなされたこともあるが，現在ではオキナワハイネズと同一物とし

てシマムロの変種口. tａｘｉｆｏｌｉａHook, et Am. var.ltｔtｃｈｔtｅ?iｓiｓSatake)とされることが多

い（佐竹　1962b,大＃　1965).リシリビャクシン，ミヤマネズ，およびホンドミヤマネズはとも

にＪ. ｃａｍ.川mnis L.に包含され（佐竹　1962a),リシリビャクシン(var.ｍｎｎtａｎａ　Ａｉtｏｎ）は

北半球の北部にひろく生じ，日本列島ではカラフト，千島，および北海道に見られる．石灰岩およ

び蛇紋岩地帯の産地も知られており，’ヌプロマッポロノダ張岳，アポイ岳，大平山などかそ’め例で

ある．ミヤマネズ（ｖａＴ. ｎｉｐｐａｎｉｃａWilson~)は北海道と本州の東北地方にあり｀,．ケポイ岳,･大平

山，早池峰山など石灰岩または蛇紋岩の山地にも生ずる．・ポンド’ミヤマ,ネズ(var.　ｈｏｎｄｏｅｎｓiｓ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　1　　　●.
Satake)は本州中部に産し，至仏山，豊口山，十文字峠などやはり゛特殊な基岩の場所にも生育する

ことは前二者とおなじである．

　ビャクシン節についではのちにくわしく記すように，ビやクシン一一（Ｊ. ｃｈｍｅｎｓiｓＬ.）ノミヤマビ

ャクシン□. ｓａｒｇｅｎtiiTakeda),およびハイビャクシン人Jj夕ｒｏｃＵｍｂｅｎｓSieb'.)の３種はとも

にＪ. ｃｈｉｎｅｎｓiｓ　χ種にまとめられるものであり，自生地叱疑問のあるハ’イビャクシンとｙおなじ

く問血のあるイワダレネズ･（Ｊ･ｐａｃｉｆｉｃａNakai)をのぞぐと.　ビ．タシンとミヤマを｀ヤクシンが
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北海道から九州にわたって分布しており，国外ではカラフト，朝鮮，および中国の産も報告されて

いる．生育地は場所によって海岸から高山におよび，石灰岩および蛇紋岩地帯の産地も少なくな

らｙ　，．　　．，　　　　　　　　　　　　-;　　　　　　　　　　　　　　　　　．．

　このように,’ビャブジン属の植物の地理的分布の広さは種によってもちろん異なるが，海岸や高

山に多ぐ．しかも基岩をえらばず.･石灰岩や蛇紋岩のような特殊な立地,.乾燥地，やせ地などに生

じ，ときに湿原にも見られる．したがって，同一種で垂直分布の巾も広くなることがあり，しばし

ば隔離分布し，その生育は気候的極盛相とは無関係に見られることが多い．　　　　　　一

　　　　　　　　ビャクシンの分類，分布，および環境

分類　ビ４クシン類は対生する鱗葉と。輪生または対生する針葉をも｡つ，直立または伏臥性

の高木ないし低木である．雌雄異株で，花は小枝頂に単生し，果実は球形を呈する．ビャクシン，

ﾐ･･ヤマビセクシン，およびノ1イビャクシンは一般に次のような区別点が認められている･

　1｀　鱗葉ど針葉を有し／鱗葉にはほとんど気孔群がない．　　　　　グ　犬　　　　‥

　　2（･針葉の基部は中部よ･りやや巾がせまい／幹は直立する高木または低木……………………

　　　　　　　　　　　　　９　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビャクシッvar.ｃｈｉｎｅｎｓiｓ

　　　２　針葉は基部の巾が最もひろい．幹は伏臥して枝は斜上する低木………………………………

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミヤマビャクシ’ツ　ｖａｘ. ｓａｒｇｅｎtｉｉHenry

　Γ　多くは針葉のみよりなり鱗葉は稀で，かつ鱗葉は外面に顕著な２条の気孔群がある．伏臥

　性の低木で幹ばいぢじるしく伸びる………･…………ノヽイビ４クシン　var.　ｐｒｏｃｕ･mbens Endl･.犬

　レなお，．このほかイワずレネズといわれるものは，ハイビャクシンに似て鱗葉にほとんど気孔群の

認められないものとされている．また，これらにはいくつかの園芸品種もあり，ひろく栽培されて

いるが．上にあげた形質を検討すると，それらの相違が種を区別するほど本質的忙鋸草なものとは

屎められない．こ.とにビャクシンとミヤマビャクシンとは，標本のみでは同定の困難なことが少な

くない．針葉の形や小枝の着生状態で両者を区別することは，それほど容易でないし，けっきょく

は生育地で主幹が直立するか否かということか,･きめ手になるこが多い．咋だ，ビ４クシンの枝条

や幼木がときに伏臥するこ,と,もあり，ミヤマビ４,クシンの主幹がやや斜上し，また培養品で伏臥

性が朱われてゆく弓とはある桝主幹の伏臥性は一般にはそれほど変りやすいものではないことは

たしかであるい（図版参照）．ビ,４.クシンとミヤマビャクシンとの形態的な差違は，便宜的にはカ

ヤ（Ｔｏｒｒｅｙａｎｕｃｉｆｅｒａvar. nucφ7g）とチャボガ,ヤ(var.ｒａｄｉｃａｎｓ.），イヌガヤ(,Ｃｅｐｈａｌｏtａエｕｓ

ｈａｒｒｉｎｇtｏｎｉａvar.haｒｒｉｎｇtｏｎｉａ）ど｀イイヌガヤ(var. ｎａｎａ）,の関係にあるていど似かものと

してとりあT？か,つてよいと思われる．　　　　　　．
　　　　●･　，ｌゝ　　　　　　　　　　　．　　　･･　　　　　　１　　　　　　　　　　　．　　　　　１　　　　　１－

ヅ2.ヽ分布，この類の分布についても，分類と関連して今なお明らかでない点がある．ハイビャク

シッ.は普通栽培されているが，対馬や壱岐の海岸にあるものがこれ犀あてられたり．またはイワダ

・　　　　ゝ1･　Φ““　1’l　j●“　　　・　｀　lal　　　　　　　　　　　　　　　　j　　　　　　■r　ld　　　　●・
片ネズとして区別されたりしているし，さらにイワダレネズには，伊豆地方のものとともに本州北

部以北でミヤマビャクシンとせられてきたものが含まれるともいわれる（岩田・草下　1954)など，

まとまった見解はない．しかし少なくとも，ハイビャクシンの自生が明らかにされるとすれば，そ

れは海浜のものと考えられ，北方山地の,ものを現在ではミヤマビャクシンとみなしても，･まず大過

ないものと思われているが，今後の検討が必要であろう．

　狭義のビャ.クシンの地理分布は林(1959)によると．青森県の龍飛崎を北限として南は大分県大

入隔におよんでい.るが，四国では高知県の沖の島南端（32°42'N)まで生じ,いここが現在では分布

　　　　　　　　　Ｗ　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ　　　　　　　　ｊ
の南限となっている．おもに太平洋側に分布し，また瀬戸内地方にも少なく.ない．これにたいして．
　　　　　　　　　　　　　･･　　　　　　●　　』●　　　・　.　　　；　”　　1　●　’●il i　　lrl･I･i a　　　　　｀
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ミヤマビ４.クシンは北海道から屋久島におよぶが，

より，かつ高地に多い．

分布密度の高いところはビャクシンより.も北に

　垂直分布はビャクシンの場合，林(1959)は本州，四国，および九州でそれぞれ150, 300, 510

m以下の地域に生じ，とくに本州および四国では，その巾加号まいとしている．しかし，本州西部

や四国では明らかにさらに高地に生じ，広島県帝釈峡では4po～500 mのところにも見られ，高知･･

徳島県境の石立山では1690mに達している．ミヤマピフャクジンは北方では海岸近くにも‘生ずるが，

南するにしたがって下限が高くな’り，四国や九州では1000m以下に見られることは稀で，徳島県木

沢村の石灰岩地帯で900m内外のところにネズミサシ.やウバメガシと混生するのは，きわめて特殊

な例である（山中　末発表）．　　　　　　　　　　．∧　∧

　５．環境　ビャクシンは気候的には暖温帯から冷温帯にわたうて生ずるか，ミヤマビャクシンは

冷温帯以北が分布の主領域であり，これは水平的にも垂直的にもおなじである．しかしながらヒrヤ

クシン類の分布には，気温のほかに土地的な影響の大差いことは無視できない．これははじめにも

述べたよう･に／広義のビャク,シン属全体についていえるごとセあるがドビャクシン類ではとくにい

ちじるしいI.これらは一般に気候的極盛相林の成立しかたい崖や磯地に生じ，石灰岩，蛇紋岩など

の特殊な基岩よ,り.なる地域に見られること力侈い．ミヤマビ４.jシンの産地のうち，夕張岳，アポ

　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　●・　1　’4●　「イ岳，早池峰山，至仏山，豊口山，剣山，東赤石山，爪形山;白岩山，仰烏帽子山などはそれであ

るが，ビ４クシンではその傾向かさらにはっきりしている.1

　ビャクシンについては従来から海岸地方に自生することか常識になっていて，したがって伊吹

山，香春岳のごときはまったく異状な例外とみなされたり,｀自生そのものが疑われて｀いる．それと

　　　　　　　　●　ｉ　　　　　　　　　　　　Ｓ　　　　　　　　　！　　　　÷　　　　　・同峙に分布域からはずされたり，ミヤマビャクシり!=防夕れていることも稀でない．　ビ４,クシンが

海岸に多いことは事実であるか，自生に疑問のあるものは別として，内陸に生ずる例も稀とはいえ

ない．すなわち，本州西部では岡山県成羽および新見ｙl阿哲地方，広島県帝釈地方，四国では愛媛

県御三戸，高知県石立山およびその周辺，鏡・土佐山地方に

シンの自生かある．これらの地域では乱獲による減少ももとより考えられるが，人為的な影響をう

けていないところでは，その数もけっして少なくない.Iまた√愛媛県恵良山では，海に近い丘陵地

の安山岩よりなる険阻な場所に，多数のビャクシン９生育が見らlれる．

　こ;のようなビャクシンの内陸分布が，多くの場合右灰岩地帯であるととは注目される事実である

が，これを以てビャクシンを好石灰植物の好例とみなずことにぬ疑問があ,り，おなじことはミヤト

ビャクシン陽ついてもいえるであろう．これはむじぢビ，ク･シン’が過去に内陣まで分布していた実

　Ｉ●　　　　． １●　　　　　　　　　　　　　￥　　　　１　．　１証であび，遺存的に海岸と石灰岩地帯またはおなじような地形的環境のし内陸に分れた分布をしてい

るのか現状であると考えるのが適当と思われる．これど似た.例としてはウバメガシがあげられる

（初島　1948,山中　1958, 1967).　　　　　　へ　｀゜’＼　　・丿

　このようなビャクシンの分布を制約する土地的要素として重要なものは地形と物理的性質である

が，その影響はむしろ消極的なものと解釈される．それは，ビャクシンの生育環境が植物の生育に

とっ７は不利な条件の,ところであり，かような環境心球とに･這避した柚物が，残された集団め一員

として生存しているのか，ビャクシンの分布の実態であるといわねばならない．なお，近年はさら

にこれに人為的な迫害が大きいことも無視できない．　　　　　ニ　｀　　’二‘　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　ビャクシッTのイ群落　　　　”ダ･

　群落については，基本的にはビャクシンもミャ々ピぷクしシもおなじことがいえる．すなわち，

気候的および地理的な環境と土地的な要因のちがいに吝っで．群落もまた組成的に異なっている．

したがって，これらは地域によって群集以下の単位の識別種とみなずことはともかく，極盛相の群



　　　　　　　　　｀　　ピ）クシ置の1分布と生態ノ　バ（山中）　　　　　　　　５

団，オーダーも　jクラスなどの標徴種として･とり毒つかうには,ト慎重な検討を要するも゛のと思われ

る．．そ.うした問題と関連して，ここではおもにビャクシンについて考えてみたい.．

　すでに述べたように，ビャクシンは暖温帯から冷温帯にわたって分布し，海岸にも内陸,に.も生ず

るが,．局地的な,ものは別として，広い範囲でのビャ.すシン優占の群落というのはほとんど例がな

く／ことにまとまった地域を占める単純林はまずないといってよい．今までにしらべられたかぎり

では，たとえビャクシンが多くても，ほかの重要な型の群落と，相観的にも組成的にも何らかの関

係が認められる．それらを整理した結果は，主なもめどして相観的にはマツ型／ウバメ型，および

イワシデ型群落をあげることができる.

　1.マツ型　これは海岸の群落であり，クロマツが多いがときにアカマツに代,つて，それらが高

木層に優占または随伴する群落である．ビャクシンはかようなマツ林の亜高木層または低木層に生

ずるが，生育のよい場合は高木層に達して優占し，マツの少ないこともある．かような相観の群

落は,l南北を通じて見られるが，北と甫では随伴植物を異にして，組成的なまとまりはない．林

・　　　哺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　％
(195り）によると，関東以北ではハマギク，・コハマギクダ，ラセイタソウなどが林床に多‘いが,尚伊豆

半島以南ではトベラ，マサキ，ヒメユズリ･ハなどの常緑樹を多くまじえ，ときに汐バダガシ卵生

じ，しだいに次のウバメ型群落に移行してゆく． ゝ ｀ ･

　2.ウバメ型　西日本ことに瀬戸内を中心とした海岸のビ・クシンの生育地でμ，多くがらの型

の群落である．ときに上.層木にクロマツをともない，｀ウバメガシ，トペラ，々ザキ，ナデシ９,グミ

などと混生してビャクシンが生ずる．組麻的にはウバメガシートベラ群集（j）ittｏｓｐｗｏ-Ｑｕｅｒｃｅｔｕm

philりｒａｅｏｉｄｅtiｓ）であり，･その例としては山中■(1967)の報告がある･　　　∧……

　ろ．・イワシデ型　西日本の内陸の石灰岩地帯に生ずるビャクシンは，イワタデ,≒イワツクバネウ

ツギ，イブキシモツケ類などとともに乾燥した露岩地に生じている．これについては山中(1965)

の組成表に明ら弄なとおりで･珀落はイワシデーイブフツク″ネウツギ群集iZahelふＣαやinetuin

れｉｒｃｚaiｕｎｏ‘Ｕｌｌ）である．なお，この群集ではときにネズミサシも生じ，ビャクシンのほかに針葉

樹としてはマツ顛またはヒノキ，クロベなどのヒノキ科植物を多くともなうところ.もある．

　恵良山のビャクシン群落　植物の分布や集団が石灰岩地帯とよく似たものに，集塊岩や安山岩地

帯がある．わが国では妙義山，小豆島，平戸島などがそれであるが，とくに小豆島の寒霞渓や平戸

島の牒岩，屏風岳，志々伎岳などにはごイワシデ群落がよく発達しているづ山中.1965). .WM県

の,恵良山にはイワシデは見られないが，ここはビャクシンの多い山として著名であり，しかも海･に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.1　　　　r÷･近い丘陵地で，基岩が石灰岩でないという点でも，検討を要するところと思われる．すでに得居

(1956)によって，このビャクシッ群落が研究されているが，この機会に私の得た資料をもとに見

解を明らかにしておきたいj　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥‥‥1, ●l,ヽ.

　恵良山は北条市の海岸から最短２ｋｍあまり東方にあり，海抜305 m， 山璧は花こう鴇緑岩七あ

るが，上部は両輝石安山岩よりなり，頂上近くは険しい地形をなしている．麓の花こう･閃緑岩地帯

では主としてア;カマツが優占し，ネズミ･サシ，ヒサカ牛，ナツハゼ，ヤマツツジ，コバノミッバ･ツ

ツジ，コバノガマズミ，コツクバネウッギなどをともない，林床にコシダ，スス牛･などの生じた二

次林である．中腹の安山岩地帯では本来の植生のお.もかげをとどめており，クロマッ，’アラカジ，

カゴノキ，アベマ牛などを主とした林となっているか，ビャクシンは見られない．しかし，上部で

基岩の露出した場所や急斜地では，樹高5～15mのビャクシンがいちじるしく多い．クロマツ，ア

ラカシ，アベマ牛などをまじえ，林内にはトベラ，ビワ’，マサ牛，クスドイゲレナワ,シロ.グ.ミソネ

ズミモチなどの常緑樹のほか，イブキシモツケ類（多くは袋果に毛のあるホソバノ･イブギシモ･ツケ

の型）,やキハギが生じ，林床には，コヤブランのほかイネ科やスゲ属の植物が多｀く，イ戸アブ,ラギ

クが少なくない．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀　　　Ｉ　’｀　’･
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　この群落七は，組成的にいく･つがの要素が共存しているンその主なおものは，ウパメj分シＬﾄ･1べ

｀　'べ゛；　　　　　　　　　．　　●'●　　　　Ｉ　　　・　　　　　　　　　．｜　　　　　　　゜●　　　．●　　●．　・
ラ埓ﾀﾘ)声声としごトヴラ，－サ牛，クツT芦ギカズラなど･７ラ.カシーナンテビ群隼の了大力汀

ビワ，クスダイゲなど，．イワシデーイ.ワヅクバネウッギ群集ではイブキシ'モッゲなどかそれであ

　　　ｉ　　　　　　　　　　●　　　　　　　　･ｌ　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ．“．　・　．
る．これを環境からみれば，ウバメガシートベラ群集の要素の存在は海に近い立地条件によるとこ

ろが大きいと考えられ，これ,らの植物は，恵良山中腹のビャクシンをともなわない林でも，かなり

高い髪占度または出現度をもうている．それと同時にチョウセンガリヤス,･メ.カルカヤ,･ハマナデ
　．　　　１ｒ　．　　　　・　　　　　●●　　　　　●　　　　　　　　　１　　　　　　・ Ｓ

シコ，ビロウドナjﾐ牛，カワラヨモギなど海岸のウバメガシ林に普通な植物も少なくないが，その

多くは内陸にも見られるものである．アラカシーナンテン群集またはイワシデーイワッ･クバネウッ

ギ珀槃との共通要素の存在は，おもに基岩の影響とみなければならない．この地域では気候的極盛

相の主体となるシイ林が，中性ないし塩基性の火山岩上では成立しがたく，それとともにひとつの

前極相的な性格をもつアラカシ林に代る傾向かおる．瀬戸内地方では気候的条件とも相まって，そ

のようなアラカシ林がかなり存在しているものとみなされ，アラカシーナンテン群集の標徴種の一

部はそれらの林にも含まれていて，恵良山の場合もまた例外ではない．ごうした基岩の影響池よる

植生の傾向は，ここにイワシデ∠イワックバネウフ.ギ群集め要素の生育を許す可能性をも示唆し，

乾燥しやすい岩場の存在は好石灰的性質を･もちつつも基岩をえ･らばないビワレクスドイゲ，ヤブサ

ッザシ，イブキシモッケ，ニラなどの見ぢれる原因とな万了いるもめと思われる:.＼゛1‥‥‥5,.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S　I　■･　　　I¶　　　　　　¶　したがってi基岩の物理的性質と地形の影響がお恚なもの,とな･つて，生態的には圧倒的に乾燥地

指標の植物が多いことをあげねばならない．局地的に湿ったところにシャガ，カテンソ.ウ，ユキノ

シタなどが見られるが，それらはこの群落を構成する主要なもめ,ではない.なおｙ人為要素としで

ツユクサ'，カタバミ，.'ヤブジラ.ミなどが少なくないが1.これらは最近の侵入とみな≒され,ての事実

から，た｀とえばこの山のニ‘ラの自生を杏定す乙ととぽでぎない..　ダ‘　　ｊ．'　ニ・

　　このように恵良山のビャクシン群落を検討すると，ビ．クシン¬.コヤブラ.Ｚ群落が最も安定した

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　・　¶　●　・●1
ところのものであるが，相観からはこれは力.シーヤブラク型の岩場で特殊な樹種にお.きかえられた

変型と今なすこともできる．　しかし組成かちはゾビャタジ,ンニイヨアプダギタ群落どもい

　　　　　　　　　　　　’″　．･ｌ゛≒　　゛　’・．　　．･　　’．‘；　”．ｙ　　　．¨．’ｊ　　　･･･
域的に特徴ある組合せを重視しなlければならない．こうしたごとは普遍的なものが局地的に特し殊化

した例であり，ここにビャクミシンの土地的な影響による遺存の事実が明らかにされているとみるべ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　１．　　　　　ｗｌ　　　　　　　　　　　　　●　　　同a　●ぎである．その点で，恵良山のビ,｀ヤクシジ群落は注目すべき多く.のも分を有するといわねばな,らな

い



８ 高知大学学術研究報告　第16巻　　自然科‾学　Ｉ　第１号

ま と　　め

　植物の分布および集団が，土地的な環境にいちじるしく影響されるひとつの例として，ビャクシ，

ンをあげることができる．ネズミサシ，ビャクシンなどを含むビャクシン属の植物は，海岸,高山，

露岩地などのきびしい環境のもとに生育していることが多‘く，ビャクシンもまた本州，四国，およ

び九州のおもに海岸に生ずる植物とみなされてきた．日本の南部では，このビャクシンと対照的に

ミヤマビャクシンが高地に生じ，内陸におけるビャクシンの分布についてはよくわかっていなかっ

た．　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　しかし，ビャクシンは海岸のほか内陸ではとくに石灰谷地拍と生ずヽることが多く，分布の上限も

気候的には冷温帯，垂直的には山地帯の上部におよんでいる．そうした生育地の環境のちがいによ

って，ビャクシンをともなう群落もまた異なり，海岸ではマツ型の林に多く，また南部ではウバメ

型の林に生じ，本州西部や四国の石灰岩地帯ではイワシデ群落とのつながりかふかい．したがって

全分布域を通じでビャクシン群落のみを特微づける植物はなく，ビャクシンそのものが特定の群落

の標徴種ともならない．四国の恵良山では，海に近い安山岩よりなる丘陵地にビャクシンが群生す

るが，ここではいくつかの群落の組成要素が共存し，しかも一般に好石灰植物または遺存植物とみ

なされるものを多くともなっている．

　このような事実からみても，ビャクシンが過去にはさら把広い分布域をもっていながら，現在で

はすでに遺存的な植物となり，とり残された集団の一員として，土地的要因ことに地形と物理的な

制約をつよくうける場所に生育している事実は疑えない．したがって,’ここに明らかにされたビャ

゛クシンの分布は特殊なものではあっても，ことさら異状なものとみるべきものではない．
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ビャクシンの分布と生態　　　　　（山中）‘
９

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図版の説明

1.愛媛県東赤石山1300 m のミヤマビャクシン．蛇紋岩上に生じ，幹はやや斜上する.

2.高知県鳥形山1200 m の石灰岩壁に生ずるミヤマピャクシン.

3.高知県鏡村の石灰岩地帯，海抜200～600 m にビャクシンが多く，遠景の黒いところは大部分それであ

　る.

4.愛媛県北条市恵良山頂305 m の安山岩上のビャクシンの樹冠.

5.同上.の幹.

6.高知県土佐山村150 m の石灰岩壁に生育するビャクシン.

7.高知県石立山950 m に見られるイワシデ，イワツクバネウツギなどをともなった石灰岩地帯のビャクシ

　ソの多い群落.

8.石立山1690 m の石灰岩上に生ずるビャクシン．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｅχplanation of Plates

1. Ascending trunks ｏ{　Ｊｔmitieｒiiｓ cfiin・iｓiｓヽ瓜ｔ.ｓａｒｇｅｉｉtfi.on serpentine at an altitude of
1300 m

　on Mt. Higashi-akaishi) Ehime Prefecture.

1. 　Ｊｍｉｉｐｅｉ･ｕ･ｓｄｌ,･ｉｎｅｎｓiｓｖａｔ. ｓａｒｇｅｉｉ石ｉ on limestone at an altitude of 1200 m on Mt.
Torigata,

　Kochi Prefecture.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

3. The limestone area of Kagami, Kochi Prefecture,, whｅｔｅ ＪtHiil>ｅｒｕ ｓ ｃｈｉｎｅ･,lｓiｓヽＪａｒ.ｃｈｉｎｅ)･IS
iｓ

　is abundant at altitudes between･ 200 and 600 m.

4. The crown of Ｊｕｎｉｐｅｒi｡,ｓｃｈｉｎｅｎｓiｓ ｖａｒ. ｃｈｈ･|.ｅ･，lｓ･iｓ　on andesite at the summit
(305 m abov･ｅ

　sea-level) of Eryosan Hill, Ehime Prefecture.

5, The trunk of the same tree.

6Jｕｎｉｐｅｎtｓ ｃｈｉｎｅｎｓ･iｓｖａｔ. chtＪｉｅｎｓiｓ〇ｎ limestone at an altitude of 150 m in Tosayama,
Kochi

　Prefecture.

7. The Ｊ･ｕｎｉｐｅｒriｓ chill ｅＪｉｓiｓｖａｔ. ｃ/iｔｎｅｊｊｓiｓcommunity accompanied by
Ｃａｒｐｉｎｕｓ tｕｊｘｚｏｊｉｉｎｏ'ｕitｉ

　Ｚａｂｅｌｉａ ｉｎtｃｇｒげolia，　ｅｔｃ.on limestone at an altitude of ９５０ ｍ on Mt. Ishidate, Kochi Prefecture.

8J≪ｎtl＞ｅｎｉｓ ｃｈｉｎｅｎｓiｓ ｖａｔ. ｃｆｉｉｊｉｅｊｉｓiｓon limestone at an altitude of 1690 m near the summit of

　Mt. Ishidate.

(昭和42年７月20日受理)
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